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Ｉ。はじめに
１．テスト問題研究に関する問題点
評価研究の問題点として寺尾健夫氏は次のよう
に指摘している。
「評価の
一般的理論と教師のテスト作りの作
業とをつなぐテスト問題作成の実際的な理論が
なかった点である
。（…略……）今後のテスト
研究で解明が求められるのは
，授業での学習者
の認知構造の変容を評価することのできる
，よ
り実際的なテスト問題作成方法の開発と理論化
であると思われる。」１）２．研究の目的
そこで本研究の目的を
，「社会科教育において，
『学ぶ力』を育成することは
，いったいどのよう
なことができるようになることなのかを明らかに
するとともに
，その測定評価方法，特にテスト問
題の作成方法を開発すること。」とした。
３．研究の方法
本研究は次のような方法で行う。
①社会科教育の目的を達成するためには
，どの
ようなことを習得しなければならないかを考
察し明らかにする。
②習得すべきことがどのような特質を持ってい
るかを考察し明らかにする。
③習得すべきことの特質を手がかりに
，「学ぶ
力
」が，何をできるようになることかを，学
習過程の段階ごとに分析考察し，明らかにす
る。
④明らかになった「学ぶ力
」を評価できるテス
ト問題の作成方法を考案して提案する。また，
問題事例を提示する。
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II.社会科教育の目的を達成するために
，習得し
ておかなければならないこと１．社会科教育の目的
岩田一彦氏は，次のように述べているＯ
「『社会科教育の目標は
，社会認識を通して
市民的資質を育成することである
。』市民的資
質の内容は;社会認識内容を習得し
，それを有
効に駆使しての合理的意志決定が中核とな
る。」２）
２．合理的意志決定をするのに必要なこと
合理的意志決定としてとられる行為は
，目的合
理的行為であるＯ目的合理的行為は
，手段として
の行為が原因となり
，その結果としてその目的と
する事象を生起させることが必然的関係にある行
為である
。従って，因果の法則的知識を発見創造
し，因果の法則的知識を習得しておかなければな
らない。
目的を達成するためには
，手段方法を多段階的
構造的に構築する必要がある
。このためには，複
数の因果の法則的知識を複合的に組み合わせて複
合的構造的システムを構築する能力も必要である
。
そして
，これらのことに基づいて行為の結果を
予測し
，合理的意志決定をすることができる。
以上の能力は社会認識を通して育成されるべき
ものである。
Ⅲ
．習得すべきことの特質
１．因果の法則と概念
（1）因果の法則であるための条件
因果の関係は独立変数と従属変数の関係である≒独立変数と従属変数の関係にあるための
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必要条件は
，この二つの変数が共変関係にある
ことと
，独立変数が従属変数より時間的に前に
生じることである
。このことが多くの事例によっ
て確かめることができるならば
，因果の法則と
しての信頼が高まってくる
。この事実との整合
性による検証を根拠検証と呼ぶことにする
。
しかし
，これはまだ仮説の段階にとどまって
いる
。それは必要条件であって十分条件ではな
いからである
。十分条件を満たすためには，さ
らに他の確証された因果の法則的知識
，あるい
は因果の法則的仮説により
，演繹的に証明（説
明）していかなければならない
。これによりさ
らに因果の法則としての信頼性が高まる
。つま
り
，他の法則との整合性である。このような他
の因果の法則による検証を論拠検証と呼ぶこと
にする。
（2）分類の必要と分類の指標
渡辺慧氏は
，数学によって次のような定理を
証明している
。そしてこの定理を「醜い家鴨の
仔の定理
」と呼び,次のように述べている。
「『二つの物件の区別がつくような，しかし
有限個の述語が与えられたとき
，その二つの物
件の共有する述語の数は
，その二つの物件の選
び方によらず
一定である。』ということを結論
することができます
。また別の言葉でいえば，
『すべての二つの物件は
，同じ度合いの類似性
を持っている』ということになります
。」4）
つまり
，家鴨白鳥のすべての属性すなわち
変数をとりあげれば
，白鳥と家鴨を区別できな
いのである
。家鴨と白鳥を類として分類できる
のは
，区別する必要があり，区別できる属性す
なわち変数をとりあげるからである
。
万事物を分類するのは,一分類する必要があるか
らであり
，変数の値の違いによって分類するの
である
。どの変数をとりあげるかは，その価値
観すなわち必要性によって選択される
。
（3）分類の基準となる変数の抽出
それでは
，どのような観点から，分類するた
めの変数を抽出しているのだろうか
。我々は，
目的
・目標を達成することのできるよりよい方
法手段を常に求めている
。この関心のもとに事
物の関係を因果的に把握しようとする。因果関
係は独立変数と従属変数の関係にある
。そして
この観点から
，事物のさまざまな変数のうち，
独立変数と従属変数の関係にある変数を抽出し
，
その値によって事物を分類していく
。これが概
念である
。このようにして概念と因果の法則的
知識を形成していくのであるＯこれらが概念的
知識
である。
（4）変数の質的違い
変数にも質的な違いがある
。第一に，重量や
面積などの観察や測定によって直接的に得られ
る変数である
。第二に気温の差や割合，エング
ル係数などのような
，観察や測定によって得ら
れた二つ以上の変数をさらに加工処理する事に
よって得られる変数かおる
。第三に，厂発達し
ている
」匚発達していない」などのこれらの連
続した値の変数を
一定の基準のもとに分類した
二義値的な値に変換した抽象的な変数がある
。
２．思考とその質の違い
認識は思考と知識の総称である
。知る働きが思
考であり
，その成果が知識 。ここでいう思
考は
，厂学ぶ力」のすべての学力を意味している。
われわれは
，問われたり，疑問を抱いたときに
その答を得ようとして思考を開始する
。問いの質
の違いによって思考の質も違ってくる
。また，思
考の質によって，そこで得られる知識も質的にち
がってくる。
岩田
一彦氏は記述的知識・分析的知識と説明的
知識
・概念的知識の二重構造ととらえている。ま
た
，この知識を生み出す思考も大きく二つの質の
違うものとして捉えている
。岩田一彦は前者を生
み出す思考を知覚判断
，後者の知識を生み出す思
考を推
理と呼んでいる5）。
前者は個別の事象をどう捉えるかという働きで
あり
，後者は事象間の関係を因果的に捉える働き
である
。匚知覚判断」の活動は，一般には匚調べ
る
」活動と呼ばれる。これは厂新しい学力観」に
おける厂資料活用」に相当する。厂推理」は「考
える」活動と呼ばれ
，匚新しい学力観」における
「思考」に相当する。
IV.認識の各段階において育成される能力とテス
ト問題の作成法
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１。因果関係の把握の方法
因果関係の把握の方法を最も洗練した形で行う
のが科学の方法である
。科学の方法は，観察・資
料による情報収集→分類→比較→差異の発見→問
題把握→予想・仮説→検証→関係把握・概念化の
過程をたどるＯ
概念探求型の学習はこの過程に即して行われる
。
そこで
，ここでは，この学習過程の各段階におい
て
，頭の中でどのような操作すなわち思考が行わ
れているかを分析し明らかにする
。明らかになっ
たことをもとにテスト問題の作成方法を提案する
。
２
．問題把握段階までの各段階において育成され
る能力とテスト問題の作成法
（1）問題把握段階までの各段階において育成され
る能力
①情報収集の段階に育成される能力
この段階は
，事物の変数とその値を抽出する
段階である
。未知の事物に遭遇したときには，
既得のさまざまな概念を押し当ててみる
。押し
当てる概念の属性すなわち
一定の変数の有無，
さらにその変数がどんな値かを問いかける
。こ
のようにして情報を収集する
。
②分類段階で育成される能力
分類の段階では,収集した情報を,変数によって，分類し整理することができなければならな
い。
③比較の段階で育成される能力Ａ比較の重要性
岩田一彦氏は，比較の段階について次のよ
うに述べている。
匚社会事象はそれ自体を解明していっても，
その性格を明らかにすることが困難である
。
比較という作業が重要な意味を持っている
。
比較対象を何にするか
。比較視点をどのよ
うに設定するのか
。これらの点を，解明す
る問題との関係で適切に設定して
，比較を
していくことが，『分かる』過程には必要
である。」6）
つまり
，比較視点と比較対象を適切に設定
することが必要である
。
Ｂ数値的変数の処理加工能力
比較視点や比較対象を設定する前にいくっ
6ー3－
かの処理をしなければならない場合がある
。
変数には
，観察測定した値を加工処理する
必要のあるものがあった。
また比較するためには
，条件を同じにしな
ければ比較できないものがある
。例えば割合
に直すなどである
。そほか，生産量（額）
を面積で割り
，単位面積当たりの生産量（額）
に直した土地生産性や
，偏差値などである。
また比較を容易にするために
，数値を視覚
化する方法がある
。その代表的なものがグラ
フにすることである
。グラフにはさまざまな
形式がある
。どんな変数を比較するかによっ
て
，使い分けなければならない。また，比較
の目的が達成されるためには
，グラフ化する
ときに注意すべき点があり
，適切に表現され
なければならない。
これらの処理能力は必ずしも社会認識特有
の能力ではないが
，分類，比較を行うために
習得しておかなければならない能力である
。
Ｃ比較基準と比較対象の設定能力
それでは比較視点をどのようにして設定す
るかＣ
まず
，どの項目すなわちどの変数を取り上
げるかを決定しなければならない
。これは，
何を解明しようとしているかによって
，選ば
なければならない
。この段階の比較視点を質
的視点と呼ぶことにする。
数値のような変数の連続値の違いによって
，
事象を区分して
，類として把握するは，変
数の連続値を区分識別するための量的基準を
設定しなければならない
。しかし，この段階
では適切な量的基準を設定することは困難で
ある
。そこで，その変数の値の量的な比較を
行う
。そして比較対象を設定することによっ
て
，差異を発見する。こうして二義値的な値
に直す
。二義値的値に変数を変換することに
よって
，その事物を仮説的に類として把握す
る
。そして，その差異に「なぜ」という問い
を設定し，因果の法則を発見することが可能
になる。
Ｄ差異発見までの思考
差異発見までの過程での頭の中での活動を
整理すると次
のようになる。
（ｱ）観察観測により情報として様々な変数
とその値を取り出す。
（ｲ）場合によってはその変数を加工処理す
る。
（ｳ）集めた情報を変数により，分類整理す
る。
（エ）集めたさまざまな変数のなかから
，解
明しようとする目的によって
，変数を取
り上げ
，その値を比較し二義値的値に変
換して
，差異を発見する。ここで得られ
た内容が分析的知識である
。
Ｅ分析的知識から記述的知識へ
情報収集
，分類，比較の段階は調べる段階
である
。一般には教科書や辞典,参考書など
の書籍を用いて調べる
。これらの書籍では，
これらの作業が行われた結果
，すなわち分析
的知識が記述されている場合が多い
。分析的
知識は
，二義値的抽象的な変数によって表現
されている
。社会事象に関する変数の大部分
は
，二義値的抽象的な変数である。例えば，
匚工業が発達している
，発達していない。」等
である
。これは，具体的な数値の変数を比較
して得られた変数である
。従ってどんな具体
的な変数を比較したものかを明らかにできな
ければならない。
（2）情報収集段階において育成される能力を測定
評価するテスト問題の作成法
統計資料を
，提示して，匚わかることをでき
るだけ多く箇条書きしなさい
。」などの問いを
設定する
。そして，その箇条書きの数の多さで
その能力を評価する。
（3）分類の段階において育成される能力を測定評
価するテスト問題の作成法
①変数の違いによる分類能力評価問題の作成法
選択肢としてある概念を規定する共通の値の
変数（
一般に複数の変数）を持つ具体的事物を
複数提示する
。その中に一つだけ，大分類の変
数では共通の値をもっているが
，小分類や他の
分類方法（他の概念規定）では変数の値が異な
る事物を含めておく
。そして，それが何かを判
断選択することを求める。また，何か異なるの
か，すなわち，異なる値の変数は何かを問う問
題を作成する。
②比較のための適切な変数を選択抽出する能力
を測定評価するテスト問題の作成方法
解明しようとする目的を提示し
，選択肢とし
てさまざまな具体的変数を提示する
。そしてこ
のなかから
，解明しようとする目的に合致する
適切な具体的変数がどれかを選択肢から判断抽
出することを求める問題を作成する。（4）比較,差異の発見の能力を測定評価する問題
の作成方法
統計資料を提示し
，比較し差異すなわち二義
値的値を
，求める問題を作成する。例えば匚違
いは何か。箇条書きしなさい。」というような
問題である。
分類し比較するのは
，差異を発見し，それに
匚なぜ
」という原因を求める問いを発見するた
めである
。そこで，さらに，統計資料を提示し，
そこからどのような匚なぜ
」という問題を発見
できるかを求めるテスト問題を作成する
。
（5）適切な比較基準を設定することを求める問題
の作成方法
①比較対象設定を求める問題の作成法
比較するには
，その目的から適切な比較対象
を設定できなければならなかった
。そこで，解
明しようとする目的を示し
，さまざまな比較対
象を選択肢として設定する
。その中から選択す
る
ことを求める問題を作成する。
②比較条件を共通にすることを求める問題の作
成方法
比較する目的を示し
，比較条件を同じにする
ための加工処理を求める問題を作成する。
③分析的知識の根拠となる記述的知識情報探索
能力評価問題の作成方法
分析的知識が
，どのような具体的な変数をも
とに
，どのような処理をして得られたものであ
るか
，を求める基本的な問いは，匚それが本当
であるかどうか
，確かめるにはどうすればよい
か
。」である。この問いに対して，答えるため
にどのような思考を行っているかを
，その思考
の過程に沿
って問う問題を作成するＯ
すなわち，抽象的二義値的変数とその値によっ
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て示されている分析的知識は，どの記述的具体
的な変数とその値を，他のどの事物のどの変数
の値と比較して得 られたのかを求める問題を作
成する。
３．仮説設定段階において育成する能力と測定評
価するテスト問題の作成方法
巾　 仮説設定段階において育成する能力
岩田一彦氏は仮説設定の段階について次のよ
うに述べている。
匚『分 かる』過程での問いの中心 に位置する
のはなぜ疑問である。なぜならば，なぜ疑問は
結果を 示 して原 因を 推理 して い るか らで あ
るｏ」7）
原因や結果を求める思考は，匚推理」 と呼ば
れる思考である。因果関係は，独立変数と従属
変数の関係である。この関係であるための必要
条件を満たす仮説を設定するには，共変変数を
探索する能力を育成しなければならない。
（2） 独立変数と従属変数の関係を求める問題の作
成方法
①共変変数の探索を求めるテスト問題の作成方
法
無限にある事象のなかから共変関係にある変
数を探すことはほとんど不可能である。 そこで
何らかの関連ある事象から探さなければならな
い。
テスト問題として出題する場合 は，探索の範
囲を限定するか，何らかの手がかりを示唆しな
ければならないだろう。そうでなければ，生徒
は暗記しておかないと答えられないことになる。
探索 の範囲や方向を示唆してやれば, 生徒は共
変変数を探索することができるだろう。したがっ
て，何 らかの関連ある変数 に探索 の範囲や方向
を示唆し，手がかりを問題のなかに示すことが
重要であるｏ
②仮説設定を求めるテスト問題の作成法
独立変数と従属変数の関係の最 も簡単なかた
ちは, x  =  a ならばｙ＝ｂである。　したがって
このうちの一部を提示し，残りの部分を答えと
して求める問題を作成する。次のパターンが考
え られる。
提示する部分　　　 答えとして求める部分
ｘ＝ａ
ｙ＝ｂ
ｘ二a, y
x = a, b
y = b, x
ｙ ＝ｂ
χ－ ａ
??
?
ａ
③共変関係にある二つの変数の発生の時間の前
後関係の確認
独立変数すなわち原因事象であるためには，
結果事象（従属変数）より時間的に前に生じな
ければならない。従属変数すなわち結果事象で
あるためには，原因事象（独立変数）のあとで
なければならないＯ共変関係が確認できたなら
ば，その二つの事象の発生の時間的前後関係を
確認することが必要になる。しかし，一般には
確認の必要がないほど自明である場合が多い。
４．検証段階において育成される能力とテスト問
題の作成法
（1） 検証段階において育成される能力
①検証するとは
検証とは因果の法則的仮説を法則としての信
頼哇を確かめることである。社会事象に関する
法則は，自然科学における法則のように絶対的
なものではなく，傾向性・一般性を持ったもの
にすぎないＯ仮説の法則としての信頼性は，事
実とよく整合していることと，他の法則や仮説
とよく整合していることによって高まる。
②抽象的変数を具体的変数への変換能力
事実と照合する前に，やっておかなければな
らないことがある。一つは，仮説で示されてい
る変数が直接照合できない変数の場合である。
例えば，工業が発達しているかどうかは直接は
検証できない。工業が発達しているとは，どん
な具体的変数がどのような値をとることなのか
を明確にしなければならない。
③仮説から具体的に予測する能力
検証しようとする事実が，明確で典型的であ
るとは限らない場合である。そのため，仮説が
事実と整合しているのかどうか, 判別しにくいＯ
典型的でないため，判別できない生徒もいる。
これは，仮説が正しいならば，具体的にはどの
ようなことが予言できるかが十分にとらえられ
ていないからである。そこで，事実と照合する
―  65 ―
業が発達しているかどうかは県民
一人当たりの製造業出荷額で，商業
が発達しているかどうかは県民一人当たりの商業販売額で見ることに
しました。
上の仮説①
，②，③を検討するために，相関図（２種類の数量を横
軸（Ｘ軸）と縦軸（Ｙ軸）の位置に点で表したグラフ）にすることに
してみました
。一人当たり県民所得を横軸（Ｘ軸）に，一人当たり
の農業生産額・製造業出荷額・製造業出荷額・商業販売額を縦軸（Ｙ
軸）にしました。
（1）仮説①
，②，③が正しいならば，相関図は資料１のA, B, C,
Ｄのどれに近いものになると考えられるか。
（2）実際に相関図を書いてみました
。それが下に示すものです。資料
２の相関図を見て
，仮説が最も事実と適合（合って）いると考えら
れる仮説はどれですか
。仮説の番号で答えなさい。
（3）下の各問いに答えなさいO
①最も事実と仮説が適合していない（合っていない）と考えられる
仮説はどれか
。仮説の番号で答えなさい。
②事実と適合した仮説に訂正するならば,どのように訂正すればよい
だろうか。下の文の（　　）に適する語句を書きなさい。
仮説
匚県民１人当たりの（Ａ　　　）が（Ｂ　　　）ならば
，一人当た
りの所得は少ないO」
そこで次のような疑問を発見しました
。
「なぜ
，県民１人当たりの（Ａ　　　）が（Ｂ　　　）と，一人当
たりの所得は少ないのか｡」
(A, Bは同じ語句）
（4）そこで山本君は次のように考えました
。
人々は所得の多い産業に就く
。
①（ｱ）産業より股業の方が所得が多い
（ｲ）農業より工業の方が所得が多い
（ｳ）商業より工業の方が所得が多い（エ）工業より商業の方が所得が多い　　のだろう。
②「しかし（Ｃ）が発達していなければ，（Ｃ）で働けないので，
（Ｄ）がさかんな県は（Ｄ）をしている のではないかと考えま
したO
①は，新しく立てた仮説から，最も考えられることを選び記号で答
えなさい。
②は，次の語句から選び，記号で答えなさい。
（了）農業
VI.終わりに
「資料活用」の能力は情報収集,分類,比較,差
異の発見
，問題把握までの段階と根拠検証の段階
で養われる能力であり
，「思考」の能力は仮説設定
と論拠検証の段階で養われる能力である
。そこで，
各段階で示したテスト問題作成方法とそれに基づ
いたテスト問題事例は
，各々「資料活用」能力と
「思考」能力を評価できるテスト問題といえる。
［註および引用文献］
い清水誠・寺尾健夫厂多重対問形式を利用した
中学校社会科問題場面テストの開発一公民的分
野『選挙制度』の授業と評価テスト分析
」『福
井大学教育実践研究　第20号』1995, pp.183-
（ｲ）工業（ｳ）商業
（5）山本君は（4）の①を確かめるために下のうちのある資料を使って調べ確かめることにしました。どの資料か，最も適切なものを選
びなさい。
（6）山本君は（4）②の下線の部分を確かめるために
，下のうちのあ
る資料を使って調べ確かめることにしましたOどの資料か
，最も適
切なものを選び記号で答えなさい。
資料名
（ｱ）日本の産業別就業者
一人当たりの生産額
（ｲ）日本の産業別就業者
一人当たりの所得
（ｳ）県民一人当たりの，農業生産額と商業販売額の相関図
（エ）県民
一人当たりの，農業生産額と製造業生産額の相関図
（ｵ）県民一人当たりの，商業販売額と製造業生産額の相関図
ﾒＦ
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1840
2）岩田一彦『新中学校社会科　授業方略（ステ
トラジー）の理論と実践一地理編』清水書院
，
1992, p.80
3）岩田一彦『小学校社会科の授業設計』東京書
籍, 1991, p.3104）渡辺慧『認識とパタン』岩波新書, 1978, p.
101．
5）岩田一彦『地理教科書を活用したわかる授業
の創造』明治図書, 1984, ppユ2-20o
6）岩田一彦『小学校社会科の授業設計』東京書
籍, 1991, p.350
7）岩田一彦『小学校社会科の授業設計』東京書籍, 1991, p.37。
